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令
和
６
年
度
か
ら
一
人
年
額
千

円
の
森
林
環
境
税
の
徴
収
が
始

ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
や
災
害
防
止
に
向
け
安
定
的
な
財
源

を
確
保
す
る
た
め
、
２
０
１
９
年
に
森

林
環
境
税
・
森
林
環
境
譲
与
税
が
法
律

と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
。
森
林
の
持

つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
。

　

森
林
の
整
備
に
は
長
い
年
月
を
要
す

る
。
毎
年
配
分
さ
れ
る
森
林
環
境
譲
与

税
を
有
効
に
活
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量

を
高
め
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
、
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。

⑴
町
内
の
公
有
林
と
私
有
林
の
面
積
、

人
工
林
の
面
積
は
。

⑵
森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
額
と
事
業

内
容
、
活
用
割
合
は
。

⑶
森
林
整
備
の
現
況
と
施
策
に
つ
い
て
。

⑷
森
林
資
源
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
町
内
の
森
林
面
積
１
万
４
６
１
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
令
和
５
年
度
末
時
点
）
の

う
ち
、
公
有
林
は
６
１
３
４
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
42
％
）
、
私
有
林
は
８
４
８
１
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
58
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

私
有
林
の
う
ち
、
人
工
林
は
４
３
３
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
（
51
％
）
で
あ
る
。

⑵
配
分
額
は
、
令
和
元
年
度
か
ら
５
年

度

ま

で

の

５

年

間

で

総

額

１

憶

２
４
０
２
万
３
千
円
。
森
林
所
有
者
意

向
調
査
や
森
林
組
合
へ
の
民
有
林
の
経

営
委
託
、
人
材
育
成
・
担
い
手
対
策
、

庁
舎
や
保
育
所
内
の
木
質
化
な
ど
総
額

４
５
９
６
万
２
１
５
０
円
の
事
業
に
充

当
し
て
お
り
、
活
用
割
合
は
約
37
％
と

な
っ
て
い
る
。

⑶
令
和
５
年
度
は
地
拵
え
、
植
栽
な
ど

１
３
７
８
・
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
整

備
を
行
っ
た
。
毎
年
度
同
様
の
水
準
で

計
画
的
に
行
っ
て
い
る
。

　

私
有
林
の
間
伐
等
の
整
備
に
対
し
て

は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
令
和

３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
で

１
２
６
６
万
２
３
３
５
円
の
支
援
を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。　

⑷
庁
舎
や
保
育
所
内
の
木
質
化
等
に
よ

り
木
材
の
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
木
育
に
あ
た
っ
て
は
町
内
事
業
者

と
連
携
し
、
３
か
月
乳
幼
児
健
診
の
際

に
は
ド
ー
ナ
ツ
型
の
木
製
玩
具
「
森
の

わ
っ
こ
」
を
、
成
人
式
で
は
記
念
品
と

し
て
箸
を
贈
呈
す
る
な
ど
、
木
材
に
親

し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

本
年
度
は
、
十
勝
総
合
振
興
局
や
町

内
林
業
者
と
連
携
し
て
、
町
内
小
中
学

校
に
お
け
る
植
樹
体
験
授
業
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

　

災
害
に
お
け
る
被
害
は
直
接
的

な
も
の
だ
け
で
な
く
、
避
難
所

に
お
け
る
生
活
環
境
の
悪
化
に
よ
る
災

害
関
連
死
も
大
き
な
問
題
に
な
る
。
こ

れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
以
下
に
つ
い

て
伺
う
。

⑴
想
定
避
難
者
が
収
容
出
来
な
い
避
難

所
の
対
策
に
つ
い
て
。

⑵
備
蓄
倉
庫
の
増
設
計
画
は
。

⑶
発
災
初
動
期
に
必
要
と
さ
れ
る
ト
イ

レ
設
置
数
が
充
足
さ
れ
て
い
な
い
避
難

所
の
対
応
策
は
。

⑷
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
考

え
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
札
内
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
、
想
定
避
難
者
数
が
避
難
所
に
収
容

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

二
次
避
難
所
に
指
定
し
て
い
る
、
北
栄

町
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
札
内
さ
か
え
保
育

所
を
活
用
す
る
。
ま
た
、
町
内
の
12
事

業
者
と
「
災
害
時
に
お
け
る
避
難
受
入

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
施
設
や
他
の
公
共
施
設
の
活

用
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
、
見
直
し
を

行
っ
て
い
く
。

⑵
現
時
点
に
お
い
て
備
蓄
倉
庫
の
増
設

計
画
は
な
い
。

⑶
現
在
、
地
震
の
一
次
避
難
所
に
指
定

し
て
い
る
計
32
か
所
の
公
共
施
設
の
う

ち
１
か
所
が
、
避
難
者
50
人
に
１
基
以

上
の
基
準
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
簡
易

ト
イ
レ
や
災
害
用
ト
イ
レ
袋
の
活
用
の

ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
防
災
協
定
先
の

仮
設
ト
イ
レ
の
配
備
に
よ
り
避
難
所
環

境
の
充
実
を
図
る
計
画
で
あ
る
。

⑷
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
は
早
期
に
ト
イ

レ
機
能
を
確
保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
一
方
、
下
水
道
管
路
の
破
損
や
浸
水

に
よ
り
閉
塞
し
て
い
る
場
合
は
使
用
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
す

る
整
備
手
法
、
事
業
費
な
ど
を
検
討
し
、

整
備
の
是
非
を
見
極
め
て
い
き
た
い
。

答問
森
林
の
多
面
的
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
事
業

の
推
進
に
努
め
る

森
林
環
境
税
の
有
効
活
用
を

問

内山美穂子 議員
（拓政会）

2025.2 月号

答問

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
計
画
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
く

災
害
リ
ス
ク
を
減
ら
し
町
民
の

命
を
守
る
対
策
を

問


